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    第一章


    
      1人々ひとびとからでもなく、人ひとによってでもなく、イエス・キリストと彼かれを死人しにんの中なかからよみがえらせた父ちちなる神かみとによって立たてられた使徒しとパウロ、 2ならびにわたしと共ともにいる兄弟きょうだいたち一同いちどうから、ガラテヤの諸しょ教会きょうかいへ。
    


    
      3わたしたちの父ちちなる神かみと主しゅイエス・キリストから、恵めぐみと平安へいあんとが、あなたがたにあるように。 4キリストは、わたしたちの父ちちなる神かみの御旨みむねに従したがい、わたしたちを今いまの悪あくの世よから救すくい出だそうとして、ご自身じしんをわたしたちの罪つみのためにささげられたのである。 5栄光えいこうが世々よよ限かぎりなく神かみにあるように、アァメン。
    


    
      6あなたがたがこんなにも早はやく、あなたがたをキリストの恵めぐみの内うちへお招まねきになったかたから離はなれて、違ちがった福音ふくいんに落おちていくことが、わたしには不思議ふしぎでならない。 7それは福音ふくいんというべきものではなく、ただ、ある種たねの人々ひとびとがあなたがたをかき乱みだし、キリストの福音ふくいんを曲まげようとしているだけのことである。 8しかし、たといわたしたちであろうと、天てんからの御使みつかいであろうと、わたしたちが宣のべ伝つたえた福音ふくいんに反はんすることをあなたがたに宣のべ伝つたえるなら、その人ひとはのろわるべきである。 9わたしたちが前まえに言いっておいたように、今いまわたしは重かさねて言いう。もしある人ひとが、あなたがたの受うけいれた福音ふくいんに反はんすることを宣のべ伝つたえているなら、その人ひとはのろわるべきである。
    


    
      10今いまわたしは、人ひとに喜よろこばれようとしているのか、それとも、神かみに喜よろこばれようとしているのか。あるいは、人ひとの歓心かんしんを買かおうと努つとめているのか。もし、今いまもなお人ひとの歓心かんしんを買かおうとしているとすれば、わたしはキリストの僕しもべではあるまい。
    


    
      11兄弟きょうだいたちよ。あなたがたに、はっきり言いっておく。わたしが宣のべ伝つたえた福音ふくいんは人間にんげんによるものではない。 12わたしは、それを人間にんげんから受うけたのでも教おしえられたのでもなく、ただイエス・キリストの啓示けいじによったのである。 13ユダヤ教きょうを信しんじていたころのわたしの行動こうどうについては、あなたがたはすでによく聞きいている。すなわち、わたしは激はげしく神かみの教会きょうかいを迫害はくがいし、また荒あらしまわっていた。 14そして、同国人どうこくじんの中なかでわたしと同年輩どうねんぱいの多おおくの者ものにまさってユダヤ教きょうに精進しょうじんし、先祖せんぞたちの言伝いいつたえに対たいして、だれよりもはるかに熱心ねっしんであった。 15ところが、母ははの胎内たいないにある時ときからわたしを聖せい別べつし、み恵めぐみをもってわたしをお召めしになったかたが、 16異邦人いほうじんの間あいだに宣のべ伝つたえさせるために、御子みこをわたしの内うちに啓示けいじして下くださった時とき、わたしは直ただちに、血肉けつにくに相談そうだんもせず、 17また先輩せんぱいの使徒しとたちに会あうためにエルサレムにも上のぼらず、アラビヤに出でて行いった。それから再ふたたびダマスコに帰かえった。
    


    
      18その後のち三年ねんたってから、わたしはケパをたずねてエルサレムに上のぼり、彼かれのもとに十五日間にちかん、滞在たいざいした。 19しかし、主しゅの兄弟きょうだいヤコブ以外いがいには、ほかのどの使徒しとにも会あわなかった。 20ここに書かいていることは、神かみのみまえで言いうが、決けっして偽いつわりではない。 21その後のち、わたしはシリヤとキリキヤとの地方ちほうに行いった。 22しかし、キリストにあるユダヤの諸しょ教会きょうかいには、顔かおを知しられていなかった。 23ただ彼かれらは、「かつて自分じぶんたちを迫害はくがいした者ものが、以前いぜんには撲滅ぼくめつしようとしていたその信仰しんこうを、今いまは宣のべ伝つたえている」と聞きき、 24わたしのことで、神かみをほめたたえた。
    

  


  


  
    第二章


    
      1その後のち十四年ねんたってから、わたしはバルナバと一緒いっしょに、テトスをも連つれて、再ふたたびエルサレムに上のぼった。 2そこに上のぼったのは、啓示けいじによってである。そして、わたしが異邦人いほうじんの間あいだに宣のべ伝つたえている福音ふくいんを、人々ひとびとに示しめし、「重おもだった人ひとたち」には個人こじん的てきに示しめした。それは、わたしが現げんに走はしっており、またすでに走はしってきたことが、むだにならないためである。 3しかし、わたしが連つれていたテトスでさえ、ギリシヤ人じんであったのに、割礼かつれいをしいられなかった。 4それは、忍しのび込こんできたにせ兄弟きょうだいらがいたので——彼かれらが忍しのび込こんできたのは、キリスト・イエスにあって持もっているわたしたちの自由じゆうをねらって、わたしたちを奴隷どれいにするためであった。 5わたしたちは、福音ふくいんの真理しんりがあなたがたのもとに常つねにとどまっているように、瞬時しゅんじも彼かれらの強要きょうように屈服くっぷくしなかった。 6そして、かの「重おもだった人ひとたち」からは——彼かれらがどんな人ひとであったにしても、それは、わたしには全まったく問題もんだいではない。神かみは人ひとを分わけ隔へだてなさらないのだから——事実じじつ、かの「重おもだった人ひとたち」は、わたしに何なにも加くわえることをしなかった。 7それどころか、彼かれらは、ペテロが割礼かつれいの者ものへの福音ふくいんをゆだねられているように、わたしには無む割礼かつれいの者ものへの福音ふくいんがゆだねられていることを認みとめ、 8（というのは、ペテロに働はたらきかけて割礼かつれいの者ものへの使徒しとの務つとめにつかせたかたは、わたしにも働はたらきかけて、異邦人いほうじんにつかわして下くださったからである）、 9かつ、わたしに賜たまわった恵めぐみを知しって、柱はしらとして重おもんじられているヤコブとケパとヨハネとは、わたしとバルナバとに、交まじわりの手てを差さし伸のべた。そこで、わたしたちは異邦人いほうじんに行いき、彼かれらは割礼かつれいの者ものに行いくことになったのである。 10ただ一つ、わたしたちが貧まずしい人々ひとびとをかえりみるようにとのことであったが、わたしはもとより、この事ことのためにも大おおいに努つとめてきたのである。
    


    
      11ところが、ケパがアンテオケにきたとき、彼かれに非難ひなんすべきことがあったので、わたしは面めんとむかって彼かれをなじった。 12というのは、ヤコブのもとからある人々ひとびとが来くるまでは、彼かれは異邦人いほうじんと食しょくを共ともにしていたのに、彼かれらがきてからは、割礼かつれいの者ものどもを恐おそれ、しだいに身みを引ひいて離はなれて行いったからである。 13そして、ほかのユダヤ人じんたちも彼かれと共ともに偽善ぎぜんの行為こういをし、バルナバまでがそのような偽善ぎぜんに引ひきずり込こまれた。 14彼かれらが福音ふくいんの真理しんりに従したがってまっすぐに歩あるいていないのを見みて、わたしは衆人しゅうじんの面前めんぜんでケパに言いった、「あなたは、ユダヤ人じんであるのに、自分じぶん自身じしんはユダヤ人じんのように生活せいかつしないで、異邦人いほうじんのように生活せいかつしていながら、どうして異邦人いほうじんにユダヤ人じんのようになることをしいるのか」。
    


    
      15わたしたちは生うまれながらのユダヤ人じんであって、異邦人いほうじんなる罪人つみびとではないが、 16人ひとの義ぎとされるのは律法りっぽうの行おこないによるのではなく、ただキリスト・イエスを信しんじる信仰しんこうによることを認みとめて、わたしたちもキリスト・イエスを信しんじたのである。それは、律法りっぽうの行おこないによるのではなく、キリストを信しんじる信仰しんこうによって義ぎとされるためである。なぜなら、律法りっぽうの行おこないによっては、だれひとり義ぎとされることがないからである。 17しかし、キリストにあって義ぎとされることを求もとめることによって、わたしたち自身じしんが罪人つみびとであるとされるのなら、キリストは罪つみに仕つかえる者ものなのであろうか。断だんじてそうではない。 18もしわたしが、いったん打うちこわしたものを、再ふたたび建たてるとすれば、それこそ、自分じぶんが違反者いはんしゃであることを表明ひょうめいすることになる。 19わたしは、神かみに生いきるために、律法りっぽうによって律法りっぽうに死しんだ。わたしはキリストと共ともに十字架じゅうじかにつけられた。 20生いきているのは、もはや、わたしではない。キリストが、わたしのうちに生いきておられるのである。しかし、わたしがいま肉にくにあって生いきているのは、わたしを愛あいし、わたしのためにご自身じしんをささげられた神かみの御子みこを信しんじる信仰しんこうによって、生いきているのである。 21わたしは、神かみの恵めぐみを無むにはしない。もし、義ぎが律法りっぽうによって得えられるとすれば、キリストの死しはむだであったことになる。
    

  


  


  
    第三章


    
      1ああ、物ものわかりのわるいガラテヤ人びとよ。十字架じゅうじかにつけられたイエス・キリストが、あなたがたの目めの前まえに描えがき出だされたのに、いったい、だれがあなたがたを惑まどわしたのか。 2わたしは、ただこの一つの事ことを、あなたがたに聞きいてみたい。あなたがたが御霊みたまを受うけたのは、律法りっぽうを行おこなったからか、それとも、聞きいて信しんじたからか。 3あなたがたは、そんなに物ものわかりがわるいのか。御霊みたまで始はじめたのに、今いまになって肉にくで仕上しあげるというのか。 4あれほどの大おおきな経験けいけんをしたことは、むだであったのか。まさか、むだではあるまい。 5すると、あなたがたに御霊みたまを賜たまい、力ちからあるわざをあなたがたの間あいだでなされたのは、律法りっぽうを行おこなったからか、それとも、聞きいて信しんじたからか。
    


    
      6このように、アブラハムは「神かみを信しんじた。それによって、彼かれは義ぎと認みとめられた」のである。 7だから、信仰しんこうによる者ものこそアブラハムの子こであることを、知しるべきである。 8聖書せいしょは、神かみが異邦人いほうじんを信仰しんこうによって義ぎとされることを、あらかじめ知しって、アブラハムに、「あなたによって、すべての国民こくみんは祝福しゅくふくされるであろう」との良よい知しらせを、予告よこくしたのである。 9このように、信仰しんこうによる者ものは、信仰しんこうの人ひとアブラハムと共ともに、祝福しゅくふくを受うけるのである。 10いったい、律法りっぽうの行おこないによる者ものは、皆みなのろいの下もとにある。「律法りっぽうの書しょに書かいてあるいっさいのことを守まもらず、これを行おこなわない者ものは、皆みなのろわれる」と書かいてあるからである。 11そこで、律法りっぽうによっては、神かみのみまえに義ぎとされる者ものはひとりもないことが、明あきらかである。なぜなら、「信仰しんこうによる義人ぎじんは生いきる」からである。 12律法りっぽうは信仰しんこうに基もとづいているものではない。かえって、「律法りっぽうを行おこなう者ものは律法りっぽうによって生いきる」のである。 13キリストは、わたしたちのためにのろいとなって、わたしたちを律法りっぽうののろいからあがない出だして下くださった。聖書せいしょに、「木きにかけられる者ものは、すべてのろわれる」と書かいてある。 14それは、アブラハムの受うけた祝福しゅくふくが、イエス・キリストにあって異邦人いほうじんに及およぶためであり、約束やくそくされた御霊みたまを、わたしたちが信仰しんこうによって受うけるためである。
    


    
      15兄弟きょうだいたちよ。世よのならわしを例れいにとって言いおう。人間にんげんの遺言ゆいごんでさえ、いったん作成さくせいされたら、これを無効むこうにしたり、これに付つけ加くわえたりすることは、だれにもできない。 16さて、約束やくそくは、アブラハムと彼かれの子孫しそんとに対たいしてなされたのである。それは、多数たすうをさして「子孫しそんたちとに」と言いわずに、ひとりをさして「あなたの子孫しそんとに」と言いっている。これは、キリストのことである。 17わたしの言いう意味いみは、こうである。神かみによってあらかじめ立たてられた契約けいやくが、四百三十年ねんの後のちにできた律法りっぽうによって破棄はきされて、その約束やくそくがむなしくなるようなことはない。 18もし相続そうぞくが、律法りっぽうに基もとづいてなされるとすれば、もはや約束やくそくに基もとづいたものではない。ところが事実じじつ、神かみは約束やくそくによって、相続そうぞくの恵めぐみをアブラハムに賜たまわったのである。
    


    
      19それでは、律法りっぽうはなんであるか。それは違反いはんを促うながすため、あとから加くわえられたのであって、約束やくそくされていた子孫しそんが来くるまで存続そんぞくするだけのものであり、かつ、天使てんしたちをとおし、仲介者ちゅうかいしゃの手てによって制定せいていされたものにすぎない。 20仲介者ちゅうかいしゃなるものは、一方いっぽうだけに属ぞくする者ものではない。しかし、神かみはひとりである。 21では、律法りっぽうは神かみの約束やくそくと相あいいれないものか。断だんじてそうではない。もし人ひとを生いかす力ちからのある律法りっぽうが与あたえられていたとすれば、義ぎはたしかに律法りっぽうによって実現じつげんされたであろう。 22しかし、約束やくそくが、信しんじる人々ひとびとにイエス・キリストに対たいする信仰しんこうによって与あたえられるために、聖書せいしょはすべての人ひとを罪つみの下もとに閉とじ込こめたのである。
    


    
      23しかし、信仰しんこうが現あらわれる前まえには、わたしたちは律法りっぽうの下もとで監視かんしされており、やがて啓示けいじされる信仰しんこうの時ときまで閉とじ込こめられていた。 24このようにして律法りっぽうは、信仰しんこうによって義ぎとされるために、わたしたちをキリストに連つれて行ゆく養育掛よういくがかりとなったのである。 25しかし、いったん信仰しんこうが現あらわれた以上いじょう、わたしたちは、もはや養育掛よういくがかりのもとにはいない。 26あなたがたはみな、キリスト・イエスにある信仰しんこうによって、神かみの子こなのである。 27キリストに合あうバプテスマを受うけたあなたがたは、皆みなキリストを着きたのである。 28もはや、ユダヤ人じんもギリシヤ人じんもなく、奴隷どれいも自由人じゆうじんもなく、男おとこも女おんなもない。あなたがたは皆みな、キリスト・イエスにあって一つだからである。 29もしキリストのものであるなら、あなたがたはアブラハムの子孫しそんであり、約束やくそくによる相続人そうぞくにんなのである。
    

  


  


  
    第四章


    
      1わたしの言いう意味いみは、こうである。相続人そうぞくにんが子供こどもである間あいだは、全ぜん財産ざいさんの持もち主ぬしでありながら、僕しもべとなんの差別さべつもなく、 2父親ちちおやの定さだめた時期じきまでは、管理人かんりにんや後見人こうけんにんの監督かんとくの下もとに置おかれているのである。 3それと同おなじく、わたしたちも子供こどもであった時ときには、いわゆるこの世よのもろもろの霊力れいりょくの下もとに、縛しばられていた者ものであった。 4しかし、時ときの満みちるに及およんで、神かみは御子みこを女おんなから生うまれさせ、律法りっぽうの下もとに生うまれさせて、おつかわしになった。 5それは、律法りっぽうの下もとにある者ものをあがない出だすため、わたしたちに子こたる身分みぶんを授さづけるためであった。 6このように、あなたがたは子こであるのだから、神かみはわたしたちの心こころの中なかに、「アバ、父ちちよ」と呼よぶ御子みこの霊れいを送おくって下くださったのである。 7したがって、あなたがたはもはや僕しもべではなく、子こである。子こである以上いじょう、また神かみによる相続人そうぞくにんである。
    


    
      8神かみを知しらなかった当時とうじ、あなたがたは、本来ほんらい神かみならぬ神々かみがみの奴隷どれいになっていた。 9しかし、今いまでは神かみを知しっているのに、否いな、むしろ神かみに知しられているのに、どうして、あの無力むりょくで貧弱ひんじゃくな、もろもろの霊力れいりょくに逆ぎゃくもどりして、またもや、新あらたにその奴隷どれいになろうとするのか。 10あなたがたは、日ひや月つきや季節きせつや年としなどを守まもっている。 11わたしは、あなたがたのために努力どりょくしてきたことが、あるいは、むだになったのではないかと、あなたがたのことが心配しんぱいでならない。
    


    
      12兄弟きょうだいたちよ。お願ねがいする。どうか、わたしのようになってほしい。わたしも、あなたがたのようになったのだから。あなたがたは、一度どもわたしに対たいして不都合ふつごうなことをしたことはない。 13あなたがたも知しっているとおり、最初さいしょわたしがあなたがたに福音ふくいんを伝つたえたのは、わたしの肉体にくたいが弱よわっていたためであった。 14そして、わたしの肉体にくたいにはあなたがたにとって試錬しれんとなるものがあったのに、それを卑いやしめもせず、またきらいもせず、かえってわたしを、神かみの使つかいかキリスト・イエスかでもあるように、迎むかえてくれた。 15その時ときのあなたがたの感激かんげきは、今いまどこにあるのか。はっきり言いうが、あなたがたは、できることなら、自分じぶんの目めをえぐり出だしてでも、わたしにくれたかったのだ。 16それだのに、真理しんりを語かたったために、わたしはあなたがたの敵てきになったのか。 17彼かれらがあなたがたに対たいして熱心ねっしんなのは、善意ぜんいからではない。むしろ、自分じぶんらに熱心ねっしんにならせるために、あなたがたをわたしから引ひき離はなそうとしているのである。 18わたしがあなたがたの所ところにいる時ときだけでなく、いつも、良よいことについて熱心ねっしんに慕したわれるのは、良よいことである。 19ああ、わたしの幼おさな子ごたちよ。あなたがたの内うちにキリストの形かたちができるまでは、わたしは、またもや、あなたがたのために産うみの苦くるしみをする。 20できることなら、わたしは今いまあなたがたの所ところにいて、語調ごちょうを変かえて話はなしてみたい。わたしは、あなたがたのことで、途方とほうにくれている。
    


    
      21律法りっぽうの下もとにとどまっていたいと思おもう人ひとたちよ。わたしに答こたえなさい。あなたがたは律法りっぽうの言いうところを聞きかないのか。 22そのしるすところによると、アブラハムにふたりの子こがあったが、ひとりは女おんな奴隷どれいから、ひとりは自由じゆうの女おんなから生うまれた。 23女おんな奴隷どれいの子こは肉にくによって生うまれたのであり、自由じゆうの女おんなの子こは約束やくそくによって生うまれたのであった。 24さて、この物語ものがたりは比喩ひゆとしてみられる。すなわち、この女おんなたちは二つの契約けいやくをさす。そのひとりはシナイ山ざんから出でて、奴隷どれいとなる者ものを産うむ。ハガルがそれである。 25ハガルといえば、アラビヤではシナイ山ざんのことで、今いまのエルサレムに当あたる。なぜなら、それは子こたちと共ともに、奴隷どれいとなっているからである。 26しかし、上うえなるエルサレムは、自由じゆうの女おんなであって、わたしたちの母ははをさす。 27すなわち、こう書かいてある、

      
        「喜よろこべ、不妊ふにんの女おんなよ。

        声こえをあげて喜よろこべ、産うみの苦くるしみを知しらない女おんなよ。

        ひとり者ものとなっている女おんなは多おおくの子こを産うみ、

        その数かずは、夫おっとある女おんなの子こらよりも多おおい」。

      
28兄弟きょうだいたちよ。あなたがたは、イサクのように、約束やくそくの子こである。 29しかし、その当時とうじ、肉にくによって生うまれた者ものが、霊れいによって生うまれた者ものを迫害はくがいしたように、今いまでも同様どうようである。 30しかし、聖書せいしょはなんと言いっているか。「女おんな奴隷どれいとその子ことを追おい出だせ。女おんな奴隷どれいの子こは、自由じゆうの女おんなの子こと共ともに相続そうぞくをしてはならない」とある。 31だから、兄弟きょうだいたちよ。わたしたちは女おんな奴隷どれいの子こではなく、自由じゆうの女おんなの子こなのである。
    

  


  


  
    第五章


    
      1自由じゆうを得えさせるために、キリストはわたしたちを解放かいほうして下くださったのである。だから、堅かたく立たって、二度どと奴隷どれいのくびきにつながれてはならない。
    


    
      2見みよ、このパウロがあなたがたに言いう。もし割礼かつれいを受うけるなら、キリストはあなたがたに用ようのないものになろう。 3割礼かつれいを受うけようとするすべての人ひとたちに、もう一度ど言いっておく。そういう人ひとたちは、律法りっぽうの全部ぜんぶを行おこなう義務ぎむがある。 4律法りっぽうによって義ぎとされようとするあなたがたは、キリストから離はなれてしまっている。恵めぐみから落おちている。 5わたしたちは、御霊みたまの助たすけにより、信仰しんこうによって義ぎとされる望のぞみを強つよくいだいている。 6キリスト・イエスにあっては、割礼かつれいがあってもなくても、問題もんだいではない。尊たっといのは、愛あいによって働はたらく信仰しんこうだけである。
    


    
      7あなたがたはよく走はしり続つづけてきたのに、だれが邪魔じゃまをして、真理しんりにそむかせたのか。 8そのような勧誘かんゆうは、あなたがたを召めされたかたから出でたものではない。 9少すこしのパン種たねでも、粉こなのかたまり全体ぜんたいをふくらませる。 10あなたがたはいささかもわたしと違ちがった思おもいをいだくことはないと、主しゅにあって信頼しんらいしている。しかし、あなたがたを動揺どうようさせている者ものは、それがだれであろうと、さばきを受うけるであろう。 11兄弟きょうだいたちよ。わたしがもし今いまでも割礼かつれいを宣のべ伝つたえていたら、どうして、いまなお迫害はくがいされるはずがあろうか。そうしていたら、十字架じゅうじかのつまずきは、なくなっているであろう。 12あなたがたの煽動せんどう者しゃどもは、自みずから不具ふぐになるがよかろう。
    


    
      13兄弟きょうだいたちよ。あなたがたが召めされたのは、実じつに、自由じゆうを得えるためである。ただ、その自由じゆうを、肉にくの働はたらく機会きかいとしないで、愛あいをもって互たがいに仕つかえなさい。 14律法りっぽうの全体ぜんたいは、「自分じぶんを愛あいするように、あなたの隣となり人ひとを愛あいせよ」というこの一句いっくに尽つきるからである。 15気きをつけるがよい。もし互たがいにかみ合あい、食くい合あっているなら、あなたがたは互たがいに滅ほろぼされてしまうだろう。
    


    
      16わたしは命めいじる、御霊みたまによって歩あるきなさい。そうすれば、決けっして肉にくの欲よくを満みたすことはない。 17なぜなら、肉にくの欲ほっするところは御霊みたまに反はんし、また御霊みたまの欲ほっするところは肉にくに反はんするからである。こうして、二つのものは互たがいに相あいさからい、その結果けっか、あなたがたは自分じぶんでしようと思おもうことを、することができないようになる。 18もしあなたがたが御霊みたまに導みちびかれるなら、律法りっぽうの下もとにはいない。 19肉にくの働はたらきは明白めいはくである。すなわち、不品行ふひんこう、汚けがれ、好色こうしょく、 20偶像ぐうぞう礼拝れいはい、まじない、敵意てきい、争あらそい、そねみ、怒いかり、党派心とうはしん、分裂ぶんれつ、分派ぶんぱ、 21ねたみ、泥酔でいすい、宴楽えんらく、および、そのたぐいである。わたしは以前いぜんも言いったように、今いまも前まえもって言いっておく。このようなことを行おこなう者ものは、神かみの国くにをつぐことがない。 22しかし、御霊みたまの実みは、愛あい、喜よろこび、平和へいわ、寛容かんよう、慈愛じあい、善意ぜんい、忠実ちゅうじつ、 23柔和にゅうわ、自制じせいであって、これらを否定ひていする律法りっぽうはない。 24キリスト・イエスに属ぞくする者ものは、自分じぶんの肉にくを、その情じょうと欲よくと共ともに十字架じゅうじかにつけてしまったのである。
    


    
      25もしわたしたちが御霊みたまによって生いきるのなら、また御霊みたまによって進すすむもうではないか。 26互たがいにいどみ合あい、互たがいにねたみ合あって、虚栄きょえいに生いきてはならない。
    

  


  


  
    第六章


    
      1兄弟きょうだいたちよ。もしもある人ひとが罪過ざいかに陥おちいっていることがわかったなら、霊れいの人ひとであるあなたがたは、柔和にゅうわな心こころをもって、その人ひとを正ただしなさい。それと同時どうじに、もしか自分じぶん自身じしんも誘惑ゆうわくに陥おちいることがありはしないかと、反省はんせいしなさい。 2互たがいに重荷おもにを負おい合あいなさい。そうすれば、あなたがたはキリストの律法りっぽうを全まっとうするであろう。 3もしある人ひとが、事実じじつそうでないのに、自分じぶんが何なにか偉えらい者ものであるように思おもっているとすれば、その人ひとは自分じぶんを欺あざむいているのである。 4ひとりびとり、自分じぶんの行おこないを検討けんとうしてみるがよい。そうすれば、自分じぶんだけには誇ほこることができても、ほかの人ひとには誇ほこれなくなるであろう。 5人ひとはそれぞれ、自分じぶん自身じしんの重荷おもにを負おうべきである。
    


    
      6御言みことばを教おしえてもらう人ひとは、教おしえる人ひとと、すべて良よいものを分わけ合あいなさい。 7まちがってはいけない、神かみは侮あなどられるようなかたではない。人ひとは自分じぶんのまいたものを、刈かり取とることになる。 8すなわち、自分じぶんの肉にくにまく者ものは、肉にくから滅ほろびを刈かり取とり、霊れいにまく者ものは、霊れいから永遠えいえんのいのちを刈かり取とるであろう。 9わたしたちは、善ぜんを行おこなうことに、うみ疲つかれてはならない。たゆまないでいると、時ときが来くれば刈かり取とるようになる。 10だから、機会きかいのあるごとに、だれに対たいしても、とくに信仰しんこうの仲間なかまに対たいして、善ぜんを行おこなおうではないか。
    


    
      11ごらんなさい。わたし自身じしんいま筆ふでをとって、こんなに大おおきい字じで、あなたがたに書かいていることを。 12いったい、肉にくにおいて見みえを飾かざろうとする者ものたちは、キリスト・イエスの十字架じゅうじかのゆえに、迫害はくがいを受うけたくないばかりに、あなたがたにしいて割礼かつれいを受うけさせようとする。 13事実じじつ、割礼かつれいのあるもの自身じしんが律法りっぽうを守まもらず、ただ、あなたがたの肉にくについて誇ほこりたいために、割礼かつれいを受うけさせようとしているのである。 14しかし、わたし自身じしんには、わたしたちの主しゅイエス・キリストの十字架じゅうじか以外いがいに、誇ほこりとするものは、断だんじてあってはならない。この十字架じゅうじかにつけられて、この世よはわたしに対たいして死しに、わたしもこの世よに対たいして死しんでしまったのである。 15割礼かつれいのあるなしは問題もんだいではなく、ただ、新あたらしく造つくられることこそ、重要じゅうようなのである。 16この法則ほうそくに従したがって進すすむ人々ひとびとの上うえに、平和へいわとあわれみとがあるように。また、神かみのイスラエルの上うえにあるように。
    


    
      17だれも今後こんごは、わたしに煩わずらいをかけないでほしい。わたしは、イエスの焼やき印いんを身みに帯おびているのだから。
    


    
      18兄弟きょうだいたちよ。わたしたちの主しゅイエス・キリストの恵めぐみが、あなたがたの霊れいと共ともにあるように、アァメン。
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